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主な内容

新型インフルエンザに注意！ 感染予防のために手洗い・うがいをしましょう。感染が
疑われる症状がある場合は発熱電話相談センター☎220-1151（市保健所）へ
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 おいしい空気を守るために

　12月は自動車交通量の増加、ビルや家庭での暖房な

どの影響により、大気汚染物質の濃度が１年間のうちで

特に高くなる期間。また近年、ゴミなどの焼却による煙

や悪臭の苦情が多く寄せられています。焼却行為は住民

に迷惑をかけるだけでなく、汚染物質を大気中に排出す

るなど環境に負荷を与えます。適切に処分し、きれいな

空を守りましょう。

 エコな暮らし始めてみませんか

　現在二酸化炭素（CO2）などの温室効果ガスが増え、地

球温暖化が問題となっています。異常気象や海面上昇な

ど、わたしたちの生活にも影響を及ぼす可能性が。次の３

つを心掛け、日々の暮らしをもう一度見直しましょう。

◦グリーン購入で賢く買い物
　買い物の時に商品が本当に必要かどうかを考え、でき

るだけ環境に優しい物を選ぶのがグリーン購入。メモを

持参して無駄な物を買わない、包装のない物や少ない物

を選んで購入するなど、ごみの減量に努めましょう。

◦エコドライブしよう
　発進時に５秒間で時速20km程度に加速するふんわ

りアクセルを実施するだけで、燃費が10％程度改善。ま

た、タイヤの空気圧を定期的にチェックし、適正に保つ

ことで燃費が向上します。

◦暖房時には一工夫
　設定温度を上げる前に着る物の工夫を。靴下を履くと

0.6度、カーディガンを着ると2.2度、ひざ掛けで2.5度

も体感温度がアップします。また、部屋全体の空気を対

流させ足元を暖めるなどの工夫をしてみましょう。

あなたの１歩が
明日の地球を救います
12月は大気汚染防止推進月間・地球温暖化防止月間です。
みんなで地球のためにできること、もう一度考えてみませんか。

　夏に実施した前橋市CO2ダイエット宣言には、

約７万3,000人が参加。ご協力ありがとうござい

ました。今後もCO2削減にご協力をお願いします。

　CO2ダイエット宣言実行委員会より寄贈された

約3,600本の苗木は、自治会や学校などに配付す

るほか、市内緑化に活用します。

ダイエット宣言であなたの町も緑に

　良好な環境の創造と保全に取り組んでいる家族・団体

を表彰する「まえばし水と緑の環境賞」。３回目を迎え

る今回は９団体が選ばれ、11月21日に前橋プラザ元気

21で表彰式を行いました。受賞団体は次のとおりです。

■環境改善分野
キッズ部門＝〈大賞〉元総社北小〈奨励賞〉岩神小、桃瀬小

ファミリー・団体部門＝〈大賞〉南橘地区地域づくり推進

協議会〈奨励賞〉群馬国蝶オオムラサキの会

■環境ボランティア分野
キッズ部門＝〈大賞〉桃木小〈奨励賞〉粕川小

ファミリー・団体部門＝〈大賞〉粕川町膳自治会〈奨励賞〉

上新田町自治会

水と緑の環境賞 受賞団体が決定

　問い合わせは　環境課　☎898−6292

受賞団体の皆さん
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12
月
４
日
㈮
か
ら
10
日
㈭
ま
で
の
１
週
間
は
「
人
権
週
間
」。
お
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
、
差
別
や
虐
待
の
な
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

①
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う
。

②
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
。

③
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う
。

④
障
害
が
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う
。

⑤
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
。

⑥
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う
。

⑦
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う
。

⑧
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な
ど
に
対
す
る
偏

見
を
な
く
そ
う
。

⑨
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
。

⑩
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し
よ
う
。

⑪
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は
止
め
よ
う
。

⑫
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
。

⑬
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う
。

⑭
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う
。

⑮
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
認
識
を

　

深
め
よ
う
。

⑯
人
身
取
引
を
な
く
そ
う
。

■
人
権
擁
護
委
員
へ
相
談
で
き
ま
す

　

市
内
に
22
人
い
る
人
権
擁
護
委
員
へ
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

―
敬
称
略
―

平
田
雅
子
（
表
町
一
丁
目
）、梅
澤
朋
子
（
広

瀬
町
二
丁
目
）、
前
原
至
大
（
苗
ヶ
島
町
）、

青
木
智
教
（
関
根
町
）、
綾
小
路
乗
正
（
元

総
社
町
二
丁
目
）、
小
林
友
栄
（
荒
牧
町
四

丁
目
）、
五
十
嵐
い
の
子
（
富
士
見
町
原
之

郷
）、
吉
原
宏
（
文
京
町
一
丁
目
）、
戸
所

仁
治
（
総
社
町
二
丁
目
）、
大
澤
修
子
（
河

原
浜
町
）、
田
村
嘉
久
（
国
領
町
二
丁
目
）、

長
岡
康
夫
（
富
士
見
町
時
沢
）、
岡
田
正
子

（
富
士
見
町
石
井
）、
中
村
明
子
（
下
細
井

町
）、
星
野
保
貞
（
上
泉
町
）、
鰐
淵
裕
（
粕

川
町
女
淵
）、北
爪
玲
子（
粕
川
町
西
田
面
）、

木
村
桂
子
（
大
友
町
三
丁
目
）、
小
鮒
隆
憲

（
朝
倉
町
）、
飯
塚
か
づ
枝
（
樋
越
町
）、
松

田
秀
厚
（
大
胡
町
）、
木
村
た
か
子
（
三
俣

町
一
丁
目
）■特設人権相談所

日時＝12月18日㈮午後１時
～４時
会場＝前橋プラザ元気21・51
学習室、大胡支所、宮城公民館、
隣保館（粕川町西田面）、富士見
公民館
申し込み＝当日会場へ直接

差
別
や
虐
待
を
な
く
し

    
明
る
く
楽
し
い
社
会
に

独りで抱えず相談を

人
権
週
間
の
強
調
事
項

問
い
合
わ
せ
は　

い
き
い
き
生
活
課　

☎
８
９
８
―
６
２
３
６

■
接
種
開
始
時
期
の
変
更

　
小
児
へ
の
感
染
拡
大
や
重
症
化
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、

優
先
接
種
対
象
者
で
あ
る
、
小
１
か
ら
小
３
に
相
当
す
る

年
齢
の
人
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始
時
期
が
、
12
月
上
旬
に

変
更
に
な
り
ま
す
。

■
優
先
接
種
者
の
接
種
回
数
の
変
更
な
ど

　
国
の
臨
床
試
験
の
結
果
を
踏
ま
え
、
接
種
回
数
が
次
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
今
後
の
見
直
し
に
よ

り
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
１
回
接
種
の
対
象
者

�
基
礎
疾
患
を
有
す
る
人
（
免
疫
反
応
が
著
し
く
抑
制

　
さ
れ
て
い
る
人
は
、
個
別
に
医
師
と
相
談
し
、
２
回

　
接
種
も
可
）

�
妊
婦

�
１
歳
未
満
児
の
保
護
者
、
優
先
接
種
者
の
う
ち
予
防

　
接
種
が
受
け
ら
れ
な
い
人
の
保
護
者
な
ど

�
65
歳
以
上
の
人

●
２
回
接
種
の
対
象
者

�
１
歳
か
ら
小
３
に
相
当
す
る
年
齢
の
人

�
小
４
か
ら
小
６
に
相
当
す
る
年
齢
の
人

�
中
学
生
・
高
校
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
（
当
面
２

　
回
接
種
と
し
ま
す
が
、
今
後
の
臨
床
試
験
の
結
果
に

　
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
冷
静
な
対
応
を

　
現
在
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
予
約
の
集
中
や
準
備
が

整
わ
な
い
た
め
に
、
予
約
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
は
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た
だ
く
か
、
ほ

か
の
医
療
機
関
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
優
先
接
種
者
か
ら
順
次
行
い
ま
す
。
冷
静
な
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
時
期
や
回
数
が
変
更
に

問
い
合
わ
せ
は

    

市
保
健
所
発
熱
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー　

☎
２
２
０
―
１
１
５
1
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民 生 費

349億6,130万円

142億9,404万円

土 木 費

220億3,403万円

70億5,296万円

公 債 費

153億8,838万円

75億5,663万円

総 務 費

177億4,434万円

110億2,173万円

商 工 費

169億7,325万円

113億3,105万円

教 育 費

161億6,040万円

53億926万円

衛 生 費

89億5,117万円

29億3,356万円

消 防 費

49億1,090万円

18億5,930万円

労 働 費

11億4,403万円

4億7,988万円

そ の 他

9億9,674万円

3億3,750万円

農 林 水 産 業 費

22億3,829万円

5億3,946万円

市 税

496億7,624万円

282億9,389万円

国 庫 支 出 金

216億9,685万円

82億6,472万円

諸 収 入

198億9,852万円

23億6,468万円

市 債

144億8,501万円

0円

地 方 交 付 税

129億7,659万円

85億6,204万円

県 支 出 金

62億7,420万円

7億359万円

繰 入 金

27億3,853万円

1億359万円

使用料・手数料

42億646万円

19億6,384万円

地 方 譲 与 税

15億200万円

4億5,345万円

そ の 他

46億4,843万円

27億6,184万円

地方消費税交付金

34億円

20億5,246万円

57.0%

38.1%

11.9%

0.0%

66.0%

11.2%

46.7%

60.4%

3.8%

30.2%

59.4%

40.9%

32.0%

62.1%

66.8%

32.9%

49.1%

32.8%

37.9%

24.1%

41.9%

33.9%

1,415億283万円

555億2,410万円

1,415億283万円

627億1,537万円

区 分 名
支出・収入済額

グラフの見方

予算額

執行率 予算額 収入率 予算額

歳
出

歳
入

44.3 ％ 39.2 ％

　本年度の上半期（４月１日～９月30日）の財政状況をまとめた「前橋市の財政」を公表します。ことしは中核市へ
の移行や旧富士見村との合併により、新しい前橋市が誕生。厳しい財政状況の中、「生命都市いきいき前橋」の実現に
向け、より健全な財政運営に努めています。数字は９月30日現在で、金額の１万円未満は整理しました。

お知らせします　本年度上半期の財政状況

※グラフ中の予算額は、前年度からの繰り越し分（75億8,970万円）を含みます。

企業会計の状況
収入予算額

会計名
支出予算額

調定率 執行率
77億7,247万円

水道事業
100億5,795万円

42.3% 25.8%
113億8,923万円

下水道事業
140億751万円

37.0% 26.0%
7億8,028万円

農業共済事業
7億8,028万円

37.9% 29.8%

会計名 予算額 収入率 執行率
国民健康保険 344億8,500万円 32.4% 41.0%
老人保健 2億879万円 55.2% 5.2%
後期高齢者医療 30億6,989万円 34.8% 30.4%
競輪 179億2,652万円 26.2% 26.0%
農業集落排水事業 14億6,335万円 6.9% 34.7%
介護保険 194億9,129万円 38.8% 41.0%
簡易水道事業等 637万円 53.6% 8.9%
母子寡婦
福祉資金貸付金

6,355万円 23.0% 9.7%

　問い合わせは　財政課　☎898−6542

特別会計企業会計

※予算額は、前年度からの繰り越し分を含みます。
※調定率とは、予算額に対し収入が決定している額の割合です。
※水道事業は、赤城大洞簡易水道事業分を含みます。

※予算額は、前年度からの繰り越し分を含みます。

一般会計
９月補正後予算額

1,339億1,313万円

９月にオープンした宮城公民館図書室
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  土地、家屋を除く事業用資産を償却資産といい、固定資産税の課税対象です。

事業を行っている人は、自己利用でも貸し付けでも申告をしなければなりません。

期限までに申告書を提出してください。

　昨年度までの申告者と本年中に設立した法人には申告用紙を郵送しましたが、

届かない場合でも該当者は申告が必要です。直接来庁するか電話で申告用紙を請

求してください。本市ホームページからも書式をダウンロードできます。電子申

請システムを利用して申告をする人は、ぐんま電子申請等受付システムポータル

サイトのホームページ(https://www.e-tetsuzuki99.com/eap-pj/gunma/)をご覧

ください。申告がない場合は、後日調査に伺うこともあります。

申告が必要な償却資産＝①〈構築物・建築設備〉門塀、舗装路面、庭園の外灯など、

建物付属設備のうち発電・変電設備など②〈機械・装置〉モーター、旋盤、プレス

などの製造加工用機械、土木建設用機械など③〈船舶〉④〈航空機〉⑤〈車両・運搬
具〉大型特殊自動車（フォークリフトなど）⑥〈工具・器具・備品〉測定・検査用具、

家具、事務用機器など

対象＝個人・法人を問わず事業を行っている人

提出期限＝２月１日㈪

提出先＝市役所資産税課

　家屋の一部または全部を取り壊したときは、滅失届を市役所資産税課、大胡・
宮城・粕川・富士見の各支所へ必ず提出してください。12月31日㈭までに取
り壊した家屋には、来年度から固定資産税が掛かりません。なお、法務局で滅
失登記を済ませた人や、新増築した人で家屋評価のときに職員が確認した場合
は不要です。

家屋を壊したら
滅失届を忘れずに

　問い合わせは　資産税課　☎898−6216

　問い合わせは　資産税課　☎898−6218

　
緑
豊
か
な
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
生
け
垣
を
作
る
市
民
に

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
＝
新
た
に
植
栽
す
る
か
既
存
の

囲
い
（
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
）
に
替
え

て
植
栽
し
、
公
道
に
面
し
た
住
宅
用

建
物
の
敷
地
内
に
設
置
す
る
生
け
垣

適
用
地
区
＝
市
街
化
区
域
内
や
用
途

地
域
内
、
地
方
公
共
団
体
が
造
成
し

た
団
地
の
う
ち
、
幅
員
４
㍍
以
上
の

公
道
に
面
し
た
部
分
。
ま
た
は
前
述

の
区
域
以
外
の
国
道
、
県
道
に
面
し

た
部
分
や
幅
員
６
㍍
以
上
の
市
道
に

面
し
た
部
分
（
土
地
区
画
整
理
施
行

区
域
で
仮
換
地
指
定
さ
れ
て
い
な
い

区
域
を
除
く
）

生
け
垣
の
基
準
＝
植
栽
す
る
樹
木
の

高
さ
は
１
㍍
以
上
、
長
さ
は
５
㍍
以

上
、
植
栽
本
数
は
１
㍍
内
に
３
本
以

上
（
樹
木
の
葉
張
り
が
50
㌢
以
上
の

物
を
使
用
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
）

奨
励
金
の
額
＝
樹
木
購
入
費
の
３
分

の
２
で
限
度
額
は
５
万
円
。
既
存
の

囲
い
に
替
え
て
植
栽
す
る
場
合
は
そ

の
費
用
と
し
て
２
万
円
を
限
度
に
加

算
交
付

生
け
垣
作
り
に
奨
励
金

緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

問
い
合
わ
せ
は　

公
園
緑
地
課　

☎
８
９
８
―
6
8
4
2

償却資産の申告は期限内に　ホームページからの申告も
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■
募
集
作
品
の
部
門

美
術
＝
日
本
画
（
極
彩
・
水
墨
）、
洋

画
（
油
彩
・
水
彩
・
ア
ク
リ
ル
・
版

画
・
パ
ス
テ
ル
・
き
り
絵
・
は
り
絵

な
ど
）、
彫
刻
・
工
芸

写
真
＝
風
景
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
、
花
・

動
植
物
、
ス
ナ
ッ
プ
・
人
物
（
い
ず

れ
の
場
合
も
カ
ラ
ー
・
白
黒
を
問
わ

な
い
。
画
像
加
工
と
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー

は
不
可
）

書
道
＝
漢
字
、
か
な
、
新
傾
向
（
近

代
詩
文
・
墨
象
・
少
字
数
）

■
募
集
作
品
の
規
格

美
術
＝
〈
日
本
画
・
洋
画
〉 
６
号
以
上

30
号
以
下
。
版
画
は
30
号
以
下
自
由
。

た
だ
し
額
装
を
含
め
て
縦
・
横
１
㍍

以
内
。
ひ
も
付
き
の
額
装
を
す
る
こ

と
（
日
本
画
の
額
は
ガ
ラ
ス
の
使
用

不
可
。
洋
画
は
樹
脂
ガ
ラ
ス
の
み
可
）

〈
彫
刻
・
工
芸
〉
立
体
作
品
は
底
面
積

１
㍍
×
１
㍍
以
内
、
高
さ
１
㍍
以
内
。

壁
面
作
品
は
縦
１
・
５
㍍
×
横
１
㍍
以

内写
真
＝
半
切
。
ひ
も
付
き
ア
ル
ミ
額

（
シ
ル
バ
ー
）
で
ア
ク
リ
ル
ガ
ラ
ス
付

き
（
や
む
を
得
な
い
場
合
の
み
ガ
ラ

ス
可
）。
搬
入
は
箱
入
り
。
作
品
中
の

人
物
に
は
了
解
を
得
る
こ
と

書
道
＝
〈
漢
字
〉 

縦
作
品
は
縦
１
８
０

㌢
×
横
60
㌢
以
内
。
た
だ
し
、
軸
装

は
縦
２
１
０
㌢
×
横
60
㌢
以
内
。
横

作
品
は
縦
60
㌢
×
横
１
８
０
㌢
以
内

〈
か
な
〉70
㌢
×
１
８
０
㌢
以
内
で
縦
・

横
自
由
。
縦
作
品
は
縦
１
８
０
㌢
×

横
60
㌢
以
内
も
可
。
た
だ
し
、
軸
装

は
縦
２
１
０
㌢
×
横
60
㌢
以
内
。〈
新

傾
向
〉
１
８
０
㌢
×
75
㌢
以
内
で
縦
・

横
自
由
。
縦
作
品
は
縦
１
８
０
㌢
×

横
60
㌢
以
内
も
可
。
ほ
か
に
各
部
と

も
90
㌢
×
90
㌢
以
内
も
可

■
手
数
料
や
出
品
資
格
な
ど

出
品
手
数
料
＝
出
品
点
数
１
点
に
つ

き
２
，
０
０
０
円
（
高
校
生
は
１
，

０
０
０
円
）。
同
一
部
内
に
２
点
以
上

出
品
の
場
合
は
、
１
点
増
す
ご
と
に

１
，
０
０
０
円
増
し

出
品
資
格
者
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
高
校
生
か
16
歳
以
上
の
人

出
品
点
数
＝
無
制
限
。た
だ
し
、彫
刻
・

工
芸
は
１
人
２
点
以
内

■
搬
入

〈
美
術
〉
１
月
16
日
㈯
〈
写
真
〉
１
月

17
日
㈰
〈
書
道
〉
１
月
18
日
㈪
い
ず

れ
も
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
に

前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
へ
直
接
。
郵
送

不
可

出
品
票
・
開
催
要
項
の
配
布
＝
各
地

区
公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で

入
選
・
入
賞
の
発
表
＝
１
月
26
日
㈫

午
前
10
時
。
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
で

■
展
示
期
間

〈
美
術
部
門
〉
２
月
４
日
㈭
～
７
日
㈰

〈
写
真
部
門
〉
２
月
11
日
㈭
～
14
日
㈰

〈
書
道
部
門
〉
２
月
18
日
㈭
～
21
日
㈰

会
場
＝
市
民
文
化
会
館

市
民
展
の
作
品
募
集

　

２
月
４
日
㈭
か
ら
21
日
㈰
ま
で
開
催
す
る
市
民
展
覧
会
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。募
集
は
美
術
、写
真
、書
道
の
３
部
門
。入
選
作
品
は
市
民
文
化
会
館
で
展
示
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課　

☎
２
１
０
―
２
１
９
８

奮
っ
て
応
募
を

数々の力作が展示されます
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　12月11日㈮から31日㈭まで冬の県民防犯運動を実
施します。市民一人一人が、外出時の鍵掛けや声掛け、あ
いさつ、地域のパトロールなどを行い、安全で安心して
暮らせる地域社会を実現しましょう。
■警察官を装う新手の詐欺が発生
　警察官を装った新手の詐欺事件が発生しています。主
な手口は、警察官を名乗って家に電話をかけ、「あなたの
個人情報が流出しています。警察官がお宅に伺いますの

で、キャッシュカードを渡してください。適正に処分し
ます」などと語り、その後、警察官の服装をした犯人が家
を訪れ、カードを渡すように請求します。ここでカード
を渡すと、情報を読み取られ口座から金を引き出されて
しまいます。
　このような電話があった場合には詐欺を疑い、警察に
通報してください。

　健康で安心して暮らせるまちづくりに向け、「医工連
携による安心・安全な地域医療・福祉の確保に向けて」と
題したシンポジウムを開催。シンポジウム終了後、交流
会も行います。
日時＝12月17日㈭午後１時～５時
会場＝前橋工科大
対象＝医工連携に関心のある市民や団体など、先着300
人
費用＝1,000円（交流会参加者）
申し込み＝12月16日㈬までにEメール（asahi@eng.
gunma-u.ac.jp）またはハガキで。住所・所属・役職・氏名・
電話番号を明記し、〒376-8515桐生市天神町一丁目
5-1・群馬大学共同研究イノベーションセンター「医工連
携係」（☎0277-30-1183）へ

　生物に由来する家畜排せつ物、食品の残りかす、林
地残材などのバイオマス資源を有効利用し、二酸化
炭素発生の削減を目的とする｢前橋市バイオマスタ
ウン構想｣の策定について、パブリックコメント(意見
募集)を実施。いただいた意見は、本市の考え方を整理
して各閲覧場所で公表します。
期間＝12月10日㈭～１月８日㈮
資料の閲覧＝市役所農林課、情報公開コーナー、市立
図書館、前橋プラザ元気21内にぎわい商業課、各支
所・地区公民館で。また、本市ホームページにも掲載
意見の提出＝所定の用紙に住所・氏名・意見を記入
し、各 閲 覧 場 所 へ 直 接。ま た は 市 役 所 農 林 課(☎
898-6705)へ郵送、ファクス(223-8527)、Eメール
(nousei@city.maebashi.gunma.jp)で

　児童の安全指導、遊び場の危険防
止、遊具の管理などを行う放課後の遊
び場指導員を募集します。
募集校・募集人数など＝下表のとおり
対象＝募集校学校区域内在住で20歳
以上の健康な人（選考）
申し込み＝12月18日㈮までに希望
する学校へ

募集校名 募集人数 連絡先
城南小 4 221-2789
天川小 3 221-5991
岩神小 4 231-6162
広瀬小 5 263-2236
上川淵小 1 265-0650
桂萱東小 2 269-0935
桃瀬小 4 224-5790
嶺小 2 269-6633
勝山小 2 253-2456
元総社小 1 251-2181
元総社北小 4 253-0026
桃川小 2 231-1779
荒子小 1 268-2913
粕川小 3 285-2004

■学校医
家坂利清（表町二丁目）、清宮俊春（山王町二丁目）、木村
明夫（平和町二丁目）、今井昭満（東片貝町）、殿岡伸彦

（天川原町二丁目）
■学校歯科医
清宮正史（天川原町二丁目）、井田均（表町二丁目）
■学校薬剤師
石井寛（城東町四丁目）、角田健二（天川大島町二丁目）
■社会教育
田村迪夫（昭和町二丁目）、石田志津代（住吉町一丁目）、
深町平（下阿内町）
■社会体育
女屋榮一（女屋町）、浅見利江（南橘町）、久保原早苗（総社
町総社）、前橋市芳賀体育協会（鳥取町）、桃井地区体育協
会（南町一丁目）、前橋南部体育協会（六供町一丁目）
■学術・芸術文化
船津文男（表町一丁目）、坂本實（粕川町込皆戸）、御霊神
社保存会（粕川町女渕）

地域で協力し犯罪の防止を

工科大で医工連携の講演会

　問い合わせは　安全安心課　☎898−5839

バイオマスタウン構想の意見を募集

教育文化の分野で功績をたたえ表彰

　問い合わせは　教育委員会総務課　☎898−5802

遊び場指導員を募ります
　本年度の教育文化功労者は、次の17人と４団体です。
―敬称略―

冬の県民防犯運動



CITY WATCHINGシティウォッチング

　

11
月
10
日
、
本
市
の
産
業
の
発
展
に
寄

与
し
た
技
術
者
を
た
た
え
る
、
市
技
能
功

労
者
表
彰
を
受
け
た
。
板
金
技
能
士
と
し

て
、
建
物
の
屋
根
や
雨
ど
い
を
作
る
の
が

主
な
仕
事
だ
。

　
「
通
知
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
驚
い
た

と
同
時
に
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
人

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。
一
番
感
謝
し
た
い
の
は
家
族
で

す
ね
」

　

祖
父
と
父
が
経
営
す
る
会
社
を
中
学
時

代
か
ら
手
伝
い
、
平
成
８
年
に
引
き
継
い

だ
。
こ
れ
ま
で
の
仕
事
が
建
物
と
い
う
形

と
な
っ
て
残
る
た
め
、
思
い
入
れ
も
ひ
と

し
お
だ
。

　
「
15
歳
で
初
め
て
親
の
手
を
離
れ
て
仕

上
げ
た
と
き
は
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
の
経
験

が
基
礎
と
な
っ
て
、
現
在
の
技
術
の
中
に

息
づ
い
て
い
ま
す
」

　

仕
事
を
す
る
上
で
特
に
大
切
に
し
て

い
る
も
の
は
責
任
と
い
う
。
危
険
を
伴
う

仕
事
だ
が
、
逃
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

と
語
る
。

　
「
お
金
を
い
た
だ
い
た
ら
終
わ
り
で
は

な
く
、
大
事
な
の
は
そ
の
後
。
自
分
が
手

を
掛
け
た
も
の
は
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ

て
点
検
や
清
掃
を
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し

て
築
い
て
き
た
信
頼
で
、
今
ま
で
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

忙
し
い
毎
日
だ
が
、
時
間
が
空
い
た
日

に
は
孫
を
連
れ
て
出
掛
け
る
。
孫
の
成
長

が
何
よ
り
の
楽
し
み
だ
と
い
う
。

　
「
先
日
は
一
緒
に
酉
の
市
ま
つ
り
に
出

掛
け
ま
し
た
。
喜
ぶ
顔
を
見
る
と
、
仕
事

の
疲
れ
も
吹
き
飛
び
ま
す
」

　

こ
れ
か
ら
も
そ
の
技
と
心
で
、
建
物
に

命
を
吹
き
込
み
続
け
て
ほ
し
い
。

責
任
あ
る
仕
事
で
信
頼
を
築
く

いきいき
まえばし

建築板金工で技能功労者表彰

目﨑　始さん・61歳
下小出町一丁目

　

県
道
前
橋
館
林
線
の
Ｊ
Ｒ
前
橋
大

島
駅
入
口
交
差
点
を
南
下
し
、
広
瀬
川

を
渡
り
右
折
す
る
と
、
３
０
０
㍍
ほ
ど

の
と
こ
ろ
に
八
幡
山
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

本
コ
ー
ナ
ー
そ
の
六
で
紹
介
し
た
天
神

山
古
墳
と
共
に
、
本
県
で
最
も
古
い
大

型
古
墳
の
１
つ
で
、全
長
は
１
３
０
㍍
。

昭
和
24
年
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
天
神
山
古
墳
が
前
方
後
円
墳

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
八
幡
山
古
墳
は

前
方
後
方
墳
。
四
角
と
四
角
の
組
み
合

わ
せ
か
ら
な
る
古
墳
で
す
。

　

古
墳
時
代
は
前
方
後
円
墳
が
一
般
的

で
し
た
が
、
前
方
後
方
墳
は
古
墳
時
代

初
期
に
限
定
し
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
日
本
に
多
く
存
在
し
、
中
で
も
東
海

地
方
で
古

い
物
が
確

認
さ
れ
て

い
る
た
め
、

東
海
地
方

か
ら
広
ま

っ
た
と
い

う
説
が
あ

り
ま
す
。
土
を
高
く
盛
り
上
げ
た
古
墳

が
出
現
す
る
以
前
は
、
周
り
に
溝
を
巡

ら
せ
た
低
い
墳
丘
の
墓
が
造
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
特
に
東
海
地
方
で
は
前
方
後

方
形
の
物
も
あ
り
、
前
方
後
方
墳
の
ル

ー
ツ
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　

一
方
、
前
方
後
円
墳
は
近
畿
地
方
の

ヤ
マ
ト
王
権
が
生
み
出
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
上か

み
つ
け
ぬ
の
く
に

毛
野
国
で
は
最
初
に

前
方
後
方
墳
の
八
幡
山
古
墳
が
造
ら
れ
、

や
が
て
ヤ
マ
ト
王
権
と
の
関
係
が
緊
密

に
な
り
、
前
方
後
円
墳
の
天
神
山
古
墳

が
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
２
つ
の
古
墳
は
、
４
世
紀
前
半
、

２
代
に
わ
た
っ
て
君
臨
し
た
上
毛
野
国

の
最
有
力
首
長
の
墓
で
あ
っ
た
と
考
え

て
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

国
指
定
史
跡　

八
幡
山
古
墳

前
方
後
方
墳
で
東
日
本
一
の
規
模
を
誇
る

問
い
合
わ
せ
は　

文
化
財
保
護
課　

☎
２
３
１
│
９
５
３
１

問
いい
合
わ
せ
は

い
合
わ
せ
は

財
保
護
課

は

文
化
財

い
に
し
え

そ
の
九

八幡山古墳（左）と天神山古墳（右）

堂々とたたずむ八幡山古墳
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市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-11119

名誉の受賞に喜びの言葉

　

前
橋
文
学
館
で
11
月
７
日
、
第
17
回
萩
原
朔
太
郎
賞
贈
呈

式
を
実
施
し
ま
し
た
。
受
賞
者
の
松
浦
寿
輝
さ
ん
に
賞
状
な

ど
を
授
与
。
松
浦
さ
ん
は
「
朔
太
郎
と
い
う
大
き
な
存
在
の

名
が
付
い
た
賞
を
い
た
だ
き
光
栄
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

触
っ
て
み
た
よ
フ
ク
ロ
ウ
の
羽

　市民文化会館で11月21日、郷土芸能大会を
開催。地域文化である郷土芸能の保存・継承
を目的に今回で37回目を迎えました。大前田
町の大前田諏訪神社の獅子舞や泉沢町の伊勢
音頭など、６つの伝統芸能を披露。抽選会も
行われ、会場は大いに盛り上がりました。

　Ｑのまち広場で11月21日、タカとフク
ロウに親しむ教室を開催しました。参加
した130人は、タカなどの飛ぶ姿や生態
の説明に興味津々。その後の触れ合いの
時間では、フクロウの柔らかな羽に触れ
ながら記念撮影を行いました。

　11月21日、前橋プラザ元気21で環境問題講演
会を行いました。「葉っぱのフレディ～いのち
の旅」の翻訳で有名な絵本作家・みらいななさ
んを迎え、絵本の読み聞かせや基調講演を開催。
参加者は環境問題を共に考えました。

ステージで輝く伝統文化

絵本から学ぶ環境対策



INFORMATION
市
民
体
育
館
―
―
―
―
―
―
―
―
―

□
元
気
ひ
ろ
げ
た
い
そ
う
体
験

日
時
＝
12
月
17
日
㈭
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
、
先

着
20
人

申
12
月
16
日
㈬
ま
で
に
施
設
管
理
公

社
☎
２
２
０
―
５
０
７
３
へ

□
高
年
者
軽
ス
ポ
ー
ツ

日
時
＝
１
月
７
日
〜
３
月
18
日
の
木

曜
10
回
、
午
後
２
時
〜
３
時

対
象
＝
55
歳
以
上
、
先
着
20
人

費
用
＝
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使
用

料

申
１
月
６
日
㈬
ま
で
に
同
館
☎
２
６

５
―
０
９
０
０
へ

□
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

日
時
＝
①
１
月
７
日
〜
３
月
25
日
の

木
曜
10
回
、
午
後
７
時
〜
８
時
②
１

月
８
日
〜
３
月
12
日
の
金
曜
10
回
、

午
前
10
時
〜
11
時

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
各
40

人
（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使

用
料

□
幼
児
体
育

日
時
＝
①
１
月
13
日
〜
２
月
12
日
の

水
金
曜
10
回
、
午
後
３
時
〜
４
時
②

同
午
後
４
時
〜
５
時

対
象
＝
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成

17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
、
各

30
人
（
抽
選
）

費
用
＝
各
１
，
０
０
０
円
と
施
設
使

用
料

□
ア
ロ
マ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
リ
ム
＆

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

日
時
＝
１
月
13
日
〜
３
月
17
日
の
水

曜
10
回
、
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30

分対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
40
人

（
抽
選
）

費
用
＝
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使
用

料□
初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

日
時
＝
１
月
14
日
〜
２
月
９
日
の
火

木
曜
８
回
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
初
心
者
、

30
人
（
抽
選
）

費
用
＝
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使
用

料□
初
心
者
太
極
拳

日
時
＝
①
１
月
14
日
〜
３
月
25
日
の

木
曜
10
回
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

②
１
月
19
日
〜
３
月
30
日
の
火
曜
10

回
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
初
心
者
、

各
30
人
（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使

用
料

□
ア
ロ
マ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ー
ガ

日
時
＝
１
月
19
日
〜
３
月
30
日
の
火

曜
10
回
、
午
前
10
時
〜
11
時

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
40
人

（
抽
選
）

費
用
＝
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使
用

料□
小
学
生
室
内
サ
ッ
カ
ー

日
時
＝
１
月
19
日
〜
２
月
23
日
の
火

木
曜
10
回
、
午
後
４
時
〜
５
時

対
象
＝
小
１
〜
小
３
、30
人
（
抽
選
）

費
用
＝
１
，
０
０
０
円
と
施
設
使
用

料□
ス
ト
レ
ッ
チ
軽
ス
ポ
ー
ツ

日
時
＝
①
１
月
20
日
〜
３
月
10
日
の

水
曜
８
回
②
１
月
22
日
〜
３
月
12
日

の
金
曜
８
回
、
午
前
10
時
〜
11
時
30

分対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
各
40

人
（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使

用
料

申
以
上
８
つ
の
教
室
は
12
月
15
日
㈫

（
必
着
）ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
（
各

コ
ー
ス
１
人
１
通
）。
教
室
名
（
曜

日
・
時
間
）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

（
学
年
）・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒

３
７
１
―
０
８
１
６
上
佐
鳥
町
４
６

０
―
１
・
市
民
体
育
館
（
☎
２
６
５

―
０
９
０
０
）
へ

大
渡
温
水
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

□
水
泳

日
時
＝
１
月
15
日
㈮
〜
３
月
12
日
㈮

の
毎
週
１
回
計
８
回

コ
ー
ス
・
時
間
・
対
象
・
費
用
＝
下

表
の
と
お
り

対
象
＝
泳
力
が
ク
ロ
ー
ル
で
25
㍍
未

満
の
初
級
者
・
50
㍍
以
上
の
中
級
者

申
12
月
15
日
㈫
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
コ
ー

ス
・
曜
日
（
第
２
希
望
ま
で
可
）・

住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
年

齢
・
泳
力
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

〒
３
７
１
―
０
８
５
４
大
渡
町
二
丁

目
３
―
11
・
大
渡
温
水
プ
ー
ル
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
水
泳
教
室

係
」（
☎
２
５
３
―
７
８
１
１
）
へ

教
室

ス
ポ
ー
ツ

楽しく体を動かそう

スポーツ大会情報スポーツ大会情報
●前橋アルペンカップスキー（１月24日㈰、片

品高原スキー場）

●スキー競技（２月７日㈰、片品高原スキー場）

詳しくは市民体育館（☎265-0900）に問い合わ
せるか、本市ホームページをご覧ください。

大渡温水プール・トレーニングセンター水泳教室
曜日

時間 月 火 水 金 土

午前10時50分～11時50分 初級小学生
50人、1,000円

午後０時30分～１時40分 初級一般、各30人、各2,000円

午後２時～３時10分 初級高齢者（50歳以上）
各30人、各2,000円

初級レディース（一般女性）
30人、2,000円

①３歳から年中までの親子20組
②中級一般30人、各2,000円

午後３時30分～４時40分 初級年長・小１、各30人、各1,000円
午後５時～６時10分 初級小学生、各45人、各1,000円
午後６時30分～７時40分 初級一般、各30人、各2,000円
※各抽選。施設使用料は実費負担です。

広報まえばし　平成21年12月１日号 10



申＝申し込み　問＝問い合わせ

前
橋
総
合
運
動
公
園
―
―
―
―
―
―

□
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

日
時
＝
①
１
月
13
日
〜
３
月
17
日
の

水
曜
10
回
、
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
②
同
午
後
６
時
45
分
〜
７
時
45

分
③
１
月
15
日
〜
３
月
19
日
の
金
曜

10
回
、
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

④
１
月
18
日
〜
３
月
29
日
の
月
曜
10

回
、
午
後
６
時
45
分
〜
７
時
45
分

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
各
40

人
（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使

用
料

□
ヨ
ガ

日
時
＝
①
１
月
14
日
〜
３
月
25
日
の

木
曜
10
回
②
１
月
18
日
〜
３
月
29
日

の
月
曜
10
回
、
午
前
10
時
30
分
〜
正

午対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
各
40

人
（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使

用
料

□
太
極
拳

日
時
＝
①
１
月
14
日
〜
３
月
25
日
の

木
曜
10
回
、
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

②
同
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
各
30

人
（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使

用
料

□
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

日
時
＝
１
月
18
日
〜
３
月
８
日
の
月

曜
８
回
、
午
前
11
時
〜
正
午

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
30
人

（
抽
選
）

費
用
＝
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使
用

料□
健
康
温
水
プ
ー
ル
浴

日
時
＝
１
月
21
日
〜
３
月
18
日
の
木

曜
８
回
、
午
前
11
時
〜
正
午

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
30
人

（
抽
選
）

費
用
＝
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使
用

料申
以
上
５
つ
の
教
室
は
12
月
15
日
㈫

（
必
着
）ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
（
各

コ
ー
ス
１
人
１
通
）。
教
室
名
（
曜

日
・
時
間
）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
３
７
９
―

２
１
０
７
荒
口
町
４
３
７
―
２
・
前

橋
総
合
運
動
公
園
（
☎
２
６
８
―
１

９
１
１
）
へ

六
供
温
水
プ
ー
ル
―
―
―
―
―
―
―

□
ア
ロ
マ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ヨ
ガ

日
時
＝
①
１
月
６
日
〜
３
月
17
日
の

水
曜
10
回
②
１
月
15
日
〜
３
月
19
日

の
金
曜
10
回
、
午
後
７
時
〜
８
時

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
各
30

人
（
抽
選
）

費
用
＝
各
４
，
０
０
０
円

□
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
水
泳

日
時
＝
１
月
13
日
〜
３
月
10
日
の
水

曜
８
回
〈
水
慣
れ
・
ク
ロ
ー
ル
〉
午

前
11
時
30
分
〜
午
後
０
時
40
分
〈
メ

ド
レ
ー
〉
午
後
１
時
〜
２
時
10
分

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
各
10

人
（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使

用
料

□
健
康
温
水
プ
ー
ル
浴

日
時
＝
①
１
月
13
日
〜
３
月
17
日
の

水
曜
８
回
②
１
月
14
日
〜
３
月
18
日

の
木
曜
８
回
③
１
月
19
日
〜
３
月
16

日
の
火
曜
８
回
、
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
各
50

人
（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使

用
料

□
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

日
時
＝
１
月
15
日
〜
３
月
19
日
の
金

曜
８
回
、
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
30
人

（
抽
選
）

費
用
＝
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使
用

料申
以
上
４
つ
の
教
室
は
12
月
15
日
㈫

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
（
各

コ
ー
ス
１
人
１
通
）。
教
室
名
（
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
水
泳
は
泳
力
・
希
望

ク
ラ
ス
）・
曜
日
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
３
７

１
―
０
８
０
４
六
供
町
１
０
６
８
・

六
供
温
水
プ
ー
ル
（
☎
２
４
３
―
１

３
０
８
）
へ

そ
の
他
の
教
室
―
―
―
―
―
―
―
―

□
テ
ル
サ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

講
座
名
・
日
時
・
対
象
＝
下
表
の
と

お
り

会
場
＝
前
橋
テ
ル
サ

申
12
月
12
日
㈯
午
前
11
時
か
ら
同
館

☎
２
３
１
―
３
９
４
３
へ

□
宮
城
体
育
館
・
宮
城
総
合
運
動
場

　

12
月
21
日
㈪
は
定
期
清
掃
と
安
全

点
検
の
た
め
休
場
し
ま
す
。

問
東
部
施
設
管
理
事
務
所
☎
２
８
３

―
８
７
３
５
へ

　本市は、全国有数の農業産出額を誇る都
市です。遊休農地の解消や食の安全安心、
地産地消、担い手の育成などをしっかりと
推進し、これからも前橋の農業の振興を図
っていきます。この農業まつりは、農業生
産者にとっては消費者の声を直接聞ける良
い機会。今後の農業経営に生かしていただ
きたいと考えますし、消費者には農業への
理解を深めていただき、今後の農業振興に
ご支援とご協力をお願いします。

安全で安心な
食糧の供給を

（11月７日・農業まつり）

保
守
点
検
な
ど
で

施
設
が
休
み
に

前橋テルサフィットネススクール
講座名 日時 対象

やさしいジャズダンス １月４日～３月29日の月曜10回、午前10時40分～11時40分 16歳以上、先着18人
アンチエイジング！40代からの健康づくり １月４日～３月29日の月曜10回、午後２時40分～４時10分 40歳以上、先着15人
クラシックバレエ １月５日～３月23日の火曜11回、午後０時30分～１時40分 16歳以上、先着16人
プールサイドあったかヨガ １月６日～３月24日の水曜11回、午後０時15分～１時30分 16歳以上、先着20人
初めてのクラシックバレエ １月６日～３月24日の水曜11回、午後２時30分～３時40分 16歳以上、先着16人
ジャズダンス １月８日～３月26日の金曜11回、午後６時55分～８時５分

16歳以上、先着15人
楽しく踊ろう！ヒップホップ入門 １月16日～３月20日の土曜10回、午後５時15分～６時30分
※費用など、詳しくは前橋テルサへ問い合わせるか同館ホームページ（http://www.maebashi-terrsa.or.jp）をご覧ください。

前橋けいりん

開 催 日
チャメット君

12/14～17（場外）

12/18～20

12/21・22（場外）

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111111

こんにちは
市長です



□
映
像
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
12
月
17
日
㈭
午
後
２
時

内
容
＝
「〈
カ
ラ
ヤ
ン
の
遺
産
〉
全
聖

徒
の
日
メ
モ
リ
ア
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト

１
９
８
３
」（
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
）

□
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
12
月
19
日
㈯
午
後
０
時
30
分

〜
１
時

内
容
＝
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り

□
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
講
座
「
お
正

月
に
飾
る
寄
せ
植
え
作
り
」

日
時
＝
12
月
20
日
㈰
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

対
象
＝
一
般
、
先
着
12
人

費
用
＝
４
，
１
０
０
円

申
同
館
へ

□
「
ａ
ｔ
ｅ
ｌ
ｉ
ｅ
ｒ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｎ

Ｏ
Ｉ
Ａ
」
作
品
展

日
時
＝
12
月
５
日
㈯
〜
27
日
㈰
、
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
27
日
は

午
後
３
時
ま
で
）

内
容
＝
洋
服
や
デ
ザ
イ
ン
画
、「
青
猫
」

の
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
の
展
示

□
「
朔
太
郎
詩
」
の
絵
の
展
覧
会

日
時
＝
12
月
５
日
㈯
〜
１
月
24
日
㈰
、

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

内
容
＝
市
内
の
小
中
学
生
が
萩
原
朔

太
郎
の
詩
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
た
絵
を

展
示

□
ひ
ろ
せ
号
の
巡
回
日
程

　

移
動
図
書
館
ひ
ろ
せ
号
が
１
月
か

ら
３
月
ま
で
、
下
表
の
と
お
り
巡
回

し
ま
す
。

□
お
話
の
会

日
時
＝
12
月
３
日
㈭
・
10
日
㈭
・
17

日
㈭
、
午
前
11
時
30
分
〜
正
午

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

□
お
は
な
し
の
会

日
時
＝
12
月
12
日
㈯
・
19
日
㈯
・
26

日
㈯
、
午
後
２
時
15
分
〜
50
分

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝

居
な
ど

□
お
母
さ
ん
の
た
め
の
絵
本
の
朗
読

と
お
話
会

日
時
＝
12
月
22
日
㈫
午
前
11
時
〜
正

午

内
容
＝
絵
本
の
朗
読
、
お
話
な
ど

□
冬
の
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
＝
①
12
月
19
日
㈯
②
12
月
20
日

㈰
③
12
月
26
日
㈯
、
午
前
11
時
〜
正

午内
容
＝
①
③
は
大
型
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
②
は
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど

□
演
劇
発
表
会

日
時
＝
12
月
20
日
㈰
午
後
０
時
30
分
、

午
後
５
時
30
分

会
場
＝
市
民
文
化
会
館

内
容
＝
井
上
ひ
さ
し
「
雪
や
こ
ん
こ

ん
」

問
文
化
国
際
課
☎
８
９
８
―
５
８
２

５
へ

　

ク
リ
ス
マ
ス
と
正
月
に
ぴ
っ
た
り

な
寄
せ
植
え
を
作
る
教
室
を
開
催
。

日
時
＝
〈
ク
リ
ス
マ
ス
寄
せ
植
え
〉

12
月
20
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午
〈
正

月
寄
せ
植
え
〉
同
午
後
１
時
〜
３
時

会
場
＝
敷
島
公
園
ば
ら
園

対
象
＝
一
般
、
各
20
人
（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
５
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
エ

プ
ロ
ン
、
は
さ
み
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

申
12
月
14
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
教
室
名
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
市
役
所

公
園
緑
地
課
内
「
ま
ち
を
緑
に
す
る

会
事
務
局
」（
☎
８
９
８
―
６
８
４

２
）
へ

文　

化

感性豊かな作品がずらり

ク
リ
ス
マ
ス
と
正
月
を

寄
せ
植
え
で
華
や
か
に

公
園
緑
地

市
民
芸
術
文
化
祭

市
民
芸
術
文
化
祭

前
橋
テ
ル
サ

☎
２
３
１
│
３
２
１
１

こ
ど
も
図
書
館

☎
２
３
０
│
８
８
３
３

市
立
図
書
館

☎
２
２
４
│
４
３
１
１

前
橋
文
学
館

☎
２
３
５
│
８
０
１
１

移動図書館「ひろせ号」の巡回予定表（１月～３月）
１
月

２
月

３
月

午前 午後
9:40～10:10 10:20～10:50 11:00～11:30 1:30～2:00 2:10～2:40 2:50～3:20

5
19

2
16

2
16
30

朝日町四丁目
集会室前

朝日町三丁目
朝日町県営住宅
（市保健所西）

三俣町三丁目
五反田公園

天川大島町
並木団地
児童広場

下大島町
下大島団地東部

山王町一丁目
つばき公園

6
20

3
17

3
17
31

広瀬町二丁目
しいのみ公園

広瀬町三丁目
県営住宅73－Ｆ棟北側

朝倉町二丁目
朝倉町集会室前
朝倉町公園

山王町二丁目
韮川西公園

東善町
東善住宅団地公園

駒形町
桜並木団地内公園

7
21

4
18

4
18

下新田町
県営住宅南
多目的広場北駐車場

下新田町
つつじ公園

大利根町二丁目
ひまわり公園

大利根町二丁目
しらゆり公園

大利根町一丁目
住宅公社広場

大利根町一丁目
ショッピングセンター
駐車場

8
22

5
19

5
19

天川大島町
原町自治会館

天川大島町三丁目
しみず公園

天川大島町
東前橋住宅南

六供町
ヤオコー前橋六供
店駐車場

六供町一丁目
大河原タイル店前
高橋駐車場

南町二丁目
旧群馬法律専門学校東
信沢興業北

12
26

9
23

9
23

上新田町
上新田団地内薬師公園

朝日が丘町
育英高校正門前

光が丘町
１号公園

駒形町
あけぼの団地

（2:20～2:40）
江木町
萱野団地会館前

堤町
ローズタウン住宅団地
西地区公園東

13
27

10
24

10
24

川原町
小川歯科南

緑が丘町
公民館　

田口町
県営住宅駐車場

下小出町二丁目
下小出町公民館

下細井町
下細井団地東公園

下細井町
県営住宅グラウンド

14
28 25 11

25
（9:40～10:00）
鳥羽町
東部公民館

総社町二丁目
石橋公園
（計量検査所北）

総社町桜が丘
稲荷神社

関根町
グラウンド北
（旧せきね文庫南）

上小出町三丁目
クレ－ル前橋敷島
駐車場

上小出町一丁目
関東森林管理局
（旧営林局）宿舎

15
29

12
26

12
26

文京町二丁目
文二ふれあい公園西

天川原町
住宅団地
戸塚製作所東

天川原町
ばら公園

下石倉町
みどり公園

前箱田町二丁目
前箱田公園

川曲町
上之宮団地
中央ゴルフ練習場前

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（　
　
　
　
　

）

☎
２
３
０
│
９
０
９
４

総
合
教
育

プ
ラ
ザ
内
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申＝申し込み　問＝問い合わせ

　

木
造
住
宅
を
対
象
に
耐
震
診
断
調

査
資
格
者
が
耐
震
診
断
を
実
施
し
、

地
震
に
弱
い
部
分
や
倒
壊
す
る
可
能

性
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

対
象
住
宅
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た
す

市
内
の
木
造
住
宅
、
先
着
40
件
。
①

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し

た
一
戸
建
て
の
住
宅
ま
た
は
併
用
住

宅
（
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
２
分
の

１
以
上
）
②
平
屋
ま
た
は
２
階
建
て

③
在
来
軸
組
工
法
で
建
築

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
確
認
通
知
書
か
壁
の

位
置
が
分
か
る
平
面
図

申
12
月
７
日
㈪
〜
24
日
㈭
に
建
築
指

導
課
（
☎
８
９
８
―
６
７
５
２
）
へ

直
接

　

本
紙
６
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し

た
都
市
計
画
案
に
つ
い
て
、
11
月
６

日
付
で
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
関
係
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

内
容
＝
都
市
計
画
道
路
の
変
更
①
昭

和
大
橋
大
胡
線
「
県
決
定
」②
茂
木
・

堀
越
線
「
県
決
定
」
③
ロ
ー
ズ
タ
ウ

ン
中
通
線
「
市
決
定
」

縦
覧
場
所
＝
市
決
定
は
市
役
所
都
市

計
画
課
、県
決
定
は
県
都
市
計
画
課
、

前
橋
土
木
事
務
所
お
よ
び
市
役
所
都

市
計
画
課

問
市
都
市
計
画
課
☎
８
９
８
―
６
９

４
８
、
県
都
市
計
画
課
☎
２
２
６
―

３
６
５
６
へ

　
「
歴
史
・
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
標
語
を
募

集
し
ま
す
。一
般
と
児
童
・
生
徒
（
中

学
生
以
下
）
の
２
部
門
で
審
査
。
受
賞

作
品
は
ま
ち
づ
く
り
月
間
の
ポ
ス
タ

ー
な
ど
に
採
用
し
ま
す
。

申
12
月
31
日
㈭
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
（
１

作
品
１
通
）。住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
職
業
（
ま
た
は
学
校
名
・
学

年
）・
電
話
番
号
・
応
募
部
門
・
作

品
を
明
記
し
、
〒
１
０
２
―
０
０
９

４
東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
３
―

32
・
都
市
計
画
協
会
内
「
ま
ち
づ
く

り
月
間
実
行
委
員
会
標
語
募
集
係
」

へ問
県
都
市
計
画
課
☎
２
２
６
―
３
６

６
１
へ

　

前
橋
・
高
崎
連
携
事
業
と
し
て
新

春
経
済
講
演
会
を
開
催
。
講
師
に
慶

応
義
塾
大
経
済
学
部
教
授
・
金
子
勝

さ
ん
が
「
今
後
の
日
本
経
済
を
ど
う

読
む
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
後
の
日

本
経
済
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

日
時
＝
１
月
８
日
㈮
午
後
２
時
〜
３

時
30
分

会
場
＝
前
橋
テ
ル
サ

対
象
＝
一
般
、
先
着
５
０
０
人

申
工
業
課
☎
２
１
０
―
２
２
７
４
へ

　

12
月
は
年
末
正
量
取
引
強
調
月

間
。
計
量
検
査
所
で
は
、
事
業
所
や

消
費
者
が
お
互
い
に
正
し
く
取
り
引

き
で
き
る
よ
う
、
次
の
検
査
や
普
及

啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
皆
さ
ん
も
計
量
器
の
再
点
検
を

し
ま
し
ょ
う
。

①
工
場
製
品
な
ど
の
立
入
検
査
。

②
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
な
ど
大
型
は

か
り
の
検
査
。

③
ガ
ス
・
水
道
・
電
気
メ
ー
タ
ー
の

検
査
。

④
家
庭
用
計
量
器
の
無
料
検
査
。

⑤
燃
料
油
メ
ー
タ
ー
の
検
査
。

⑥
は
か
り
の
定
期
検
査
。

⑦
商
品
の
量
目
検
査
。

⑧
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
（
公
衆
面

前
計
量
は
か
り
）
の
設
置
。

問
計
量
検
査
所
☎
２
５
５
―
２
２
１

８
へ

　

国
際
見
本
市
な
ど
へ
の
出
展
費
用

を
一
部
助
成
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
主
た
る
事
業
所
が
あ

る
中
小
企
業
者
や
団
体

対
象
経
費
＝
本
年
中
に
開
催
さ
れ
た

見
本
市
な
ど
の
出
展
小
間
料
や
装
飾

費補
助
＝
50
％
以
内
（
限
度
額
１
企
業

30
万
円
。
前
年
度
利
用
者
は
25
万
円
）

申
１
月
４
日
㈪
〜
29
日
㈮
に
工
業
課

☎
２
１
０
―
２
２
７
４
へ

　

リ
ー
ス
で
生
産
機
械
設
備
を
導
入

し
た
中
小
企
業
や
団
体
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
の
工
場
な
ど
に
生
産
、

加
工
、
ま
た
は
修
理
用
の
機
械
設
備

を
リ
ー
ス
で
設
置
し
た
中
小
企
業
者

や
中
小
企
業
団
体

対
象
経
費
＝
リ
ー
ス
契
約
時
の
物
件

価
格

補
助
＝
２
・
５
％
（
限
度
額
１
企
業

１
５
０
万
円
）

申
１
月
29
日
㈮
ま
で
に
工
業
課
☎
２

１
０
―
２
２
７
４
へ

金子勝さん

木
造
住
宅
を
対
象
に

資
格
者
が
耐
震
診
断

都
市
計
画
が
決
定

縦
覧
を
行
い
ま
す

あ
な
た
の
標
語
で

広
め
ま
す
ま
ち
づ
く
り

正
し
い
計
量
器
で

安
全
な
取
り
引
き
を

費
用
の
一
部
を
助
成

見
本
市
へ
の
出
展
者

機
械
設
備
導
入
の

中
小
企
業
を
支
援

明
日
の
日
本
を
読
む

経
済
講
演
会
を
開
催

都
市
計
画

商
工
業

駐
車
場
の
利
用
に
は
警
備
協
力
金

３
０
０
円
が
必
要
で
す
。

日
時
＝
12
月
10
日
㈭
〜
27
日
㈰
、

午
後
５
時
〜
10
時

会
場
＝
榛
名
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
周
辺
（
榛
名
湖
町
）

□
花
火
の
打
ち
上
げ

日
時
＝
12
月
10
日
㈭
・
17
日
㈭
・

27
日
㈰
、
午
後
５
時
30
分

問
榛
名
湖
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実

行
委
員
会
☎
０
２
７
―
３
７
４
―

９
１
１
６
へ

幻
想
的
に
輝
く

光
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

　

榛
名
湖
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ

ェ
ス
タ
09
を
開
催
。
期
間
中
は
、

午
後
５
時
か
ら
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
点
灯
式
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
。
詳
し
く
は
、
榛
名

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
は
る

な
ビ
」（http://harunavi.jp/

）で
。華やかな光の共演

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111113



65
歳
未
満
の
人
は
入
場
料
が
必
要
で
す

□
隊
友
バ
ン
ド
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
12
月
19
日
㈯
正
午
〜
午
後
１

時対
象
＝
ど
な
た
で
も

□
１
日
教
室
「
し
め
縄
飾
り
を
作
ろ

う
」

日
時
＝
12
月
25
日
㈮
午
後
１
時
〜
３

時対
象
＝
市
内
在
住
の
人
、
先
着
25
人

用
意
す
る
物
＝
木
ば
さ
み
、
定
規
、

ミ
カ
ン
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、
半
紙
、

鉛
筆

申
12
月
７
日
㈪
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

直
接

□
ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室

日
時
＝
１
月
９
日
〜
３
月
27
日
の
土

曜
６
回
、
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
＝
市
内
在
住
の
人
、
30
人
（
抽

選
。申
し
込
み
が
５
人
未
満
は
中
止
）

申
12
月
15
日
㈫
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で
。
教
室
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
〒
３
７
１
―
０
８
４
７
大
友
町

一
丁
目
12
―
10
・
お
お
と
も
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

□
12
月
の
日
曜
開
館
日

期
日
＝
12
月
20
日
㈰

巡
回
バ
ス
コ
ー
ス
＝
〈
早
便
〉
東
コ

ー
ス
〈
遅
便
〉
元
総
社
コ
ー
ス

□
年
末
年
始
の
休
館

期
日
＝
12
月
28
日
㈪
〜
１
月
４
日
㈪

65
歳
未
満
の
人
は
入
場
料
が
必
要
で
す

□
健
康
教
室
「
学
ぼ
う
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
」

日
時
＝
12
月
15
日
㈫
午
後
１
時
〜
２

時対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

申
12
月
７
日
㈪
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

直
接

□
１
日
教
室
「
し
め
縄
飾
り
を
作
ろ

う
」

日
時
＝
12
月
22
日
㈫
午
後
１
時
〜
３

時対
象
＝
一
般
、
先
着
25
人

用
意
す
る
物
＝
木
ば
さ
み
、
定
規
、

ミ
カ
ン
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、
半
紙
、

鉛
筆

申
12
月
７
日
㈪
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

直
接

□
年
末
年
始
の
休
館

期
日
＝
12
月
28
日
㈪
〜
１
月
４
日
㈪

65
歳
未
満
の
人
は
入
場
料
が
必
要
で
す

□
元
気
ひ
ろ
げ
た
い
そ
う

日
時
＝
12
月
15
日
㈫
午
前
10
時
30
分

〜
正
午

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

用
意
す
る
物
＝
体
育
館
履
き
、
タ
オ

ル申
12
月
７
日
㈪
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

直
接

□
ひ
ろ
せ
舞
台
演
劇
会

日
時
＝
12
月
13
日
㈰
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
２
時

対
象
＝
ど
な
た
で
も

□
１
日
教
室
「
し
め
縄
飾
り
を
作
ろ

う
」

日
時
＝
12
月
14
日
㈪
午
前
10
時
〜
午

後
１
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

用
意
す
る
物
＝
木
ば
さ
み
、
定
規
、

ミ
カ
ン
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、
半
紙
、

鉛
筆

申
12
月
７
日
㈪
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

直
接

□
健
康
教
室
「
転
ば
な
い
た
め
に
」

日
時
＝
12
月
21
日
㈪
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

申
12
月
７
日
㈪
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

直
接

□
防
犯
相
談
所
開
設

日
時
＝
12
月
14
日
㈪
・
24
日
㈭
、
午

後
１
時
〜
３
時

対
象
＝
一
般

申
当
日
同
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

□
12
月
の
日
曜
開
館
日

期
日
＝
12
月
13
日
㈰

巡
回
バ
ス
コ
ー
ス
＝
城
南
南
部
・
駒

形
・
上
川
淵
・
下
川
淵
コ
ー
ス

□
年
末
年
始
の
休
館

期
日
＝
12
月
28
日
㈪
〜
１
月
４
日
㈪

60
歳
未
満
の
方
は
入
場
料
が
必
要
で
す

□
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時
＝
12
月
16
日
㈬
午
前
10
時
30
分

〜
正
午

対
象
＝
首
が
す
わ
っ
た
乳
児
と
そ
の

家
族
、
先
着
15
組

費
用
＝
５
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
バ
ス
タ
オ
ル

申
12
月
７
日
㈪
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

直
接

□
ピ
ン
シ
ャ
ン
元
気
体
操
＆
健
康
相

談日
時
＝
月
〜
金
曜
、
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

対
象
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

申
当
日
同
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

□
防
犯
相
談
所
開
設

日
時
＝
12
月
10
日
㈭
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

対
象
＝
一
般

申
当
日
同
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

□
年
末
年
始
の
休
館

12
月
28
日
㈪
〜
１
月
４
日
㈪

　

障
害
者
の
技
能
競
技
大
会
ア
ビ
リ

ン
ピ
ッ
ク
２
０
０
９
の
県
大
会
出
場

者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
７
日
㈰
午
前
９
時
30
分

会
場
＝
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
群
馬

セ
ン
タ
ー
（
高
崎
市
山
名
町
）

対
象
＝
障
害
者
手
帳
か
療
育
手
帳
を

所
持
す
る
県
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
満
15
歳
以
上
の
人

種
目
＝
ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
デ
ー

タ
入
力
、
木
工
、
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
、

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

申
12
月
18
日
㈮
ま
で
に
県
雇
用
開
発

協
会
☎
２
２
４
│
５
７
６
６
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
（
２
２
３
│
４
３
３
０
）
へ

　

高
年
齢
者
を
対
象
に
訪
問
介
護
員

の
養
成
研
修
（
２
級
課
程
）を
開
催
。

期
日
＝
１
月
20
日
㈬
〜
３
月
１
日
㈪

の
22
回

会
場
＝
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

（
千
代
田
町
一
丁
目
）

対
象
＝
60
歳
〜
65
歳
の
就
職
を
希
望

す
る
人
、
40
人
（
抽
選
）

申
12
月
16
日
㈬
〜
22
日
㈫
に
所
定
の

用
紙
に
記
入
し
、
県
長
寿
社
会
づ
く

り
財
団
（
新
前
橋
町
☎
２
５
５
―
６

４
０
０
）
へ
直
接

県
障
害
者
技
能
競
技
会

出
場
者
を
募
集

シ
ニ
ア
の
再
就
職

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

福　

祉

みんなで元気よく

し
き
し
ま
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
２
３
３
│
２
１
２
１

お
お
と
も
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
２
５
２
│
３
０
７
７

か
す
か
わ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
２
８
５
│
３
８
０
１

ひ
ろ
せ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
２
６
１
│
０
８
８
０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
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申＝申し込み　問＝問い合わせ

　

１
月
１
日
㈮
か
ら
、
社
会
保
険
庁

は
新
た
に
日
本
年
金
機
構
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て

社
会
保
険
事
務
所
の
名
称
が
年
金
事

務
所
に
変
わ
り
ま
す
が
、
年
金
相
談

な
ど
の
窓
口
と
し
て
引
き
続
き
利
用

で
き
ま
す
。

問
群
馬
社
会
保
険
事
務
局
☎
２
５
４

―
３
２
１
１
へ

□
12
月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

日
時
＝
土
日
曜
、
午
前
11
時
、
午
後

２
時
30
分

内
容
＝
〈
天
文
学
シ
リ
ー
ズ
〉「
星
団

と
星
雲
」〈
星
座
の
お
話
〉「
ペ
ガ
ス
ス

に
の
っ
た
ベ
レ
ロ
フ
ォ
ン
」

□
子
ど
も
映
画
会

日
時
＝
12
月
12
日
㈯
午
後
１
時
30
分

内
容
＝
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
と
ゆ
か

い
な
仲
間
た
ち
」「
よ
っ
ち
ゃ
ん
の
不

思
議
な
ク
レ
ヨ
ン
」

□
市
民
天
文
教
室

日
時
＝
12
月
13
日
㈰
午
後
６
時
〜
８

時会
場
＝
嶺
公
園

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
学
の
人

内
容
＝
冬
の
星
座
、
ふ
た
ご
座
流
星

群
の
観
察

申
12
月
10
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
ハ

ガ
キ
で
（
１
家
族
１
通
）。
住
所
・

参
加
者
全
員
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
３
７
１
―

０
０
１
３
西
片
貝
町
五
丁
目
７
・
児

童
文
化
セ
ン
タ
ー
「
市
民
天
文
教
室

係
」
へ

□
理
科
ク
ラ
ブ
員
募
集

日
時
＝
１
月
17
日
〜
２
月
21
日
の
日

曜
６
回
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分対
象
＝
市
内
在
住
・
在
学
の
小
４
〜

中
３
、
20
人
（
抽
選
）。
12
月
20
日

㈰
午
後
１
時
に
公
開
抽
選

内
容
＝
磁
石
を
使
っ
た
お
も
し
ろ
物

作
り

費
用
＝
２
，
０
０
０
円
（
教
材
費
）

申
12
月
19
日
㈯
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
保
護
者
氏
名
・

学
校
名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
〒
３
７
１
―
０
０
１
３
西
片
貝

町
五
丁
目
７
・
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

「
理
科
ク
ラ
ブ
係
」
へ

□
読
み
聞
か
せ

日
時
＝
12
月
19
日
㈯
午
後
２
時

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　

県
、
市
町
村
、
企
業
が
協
力
し
て

子
育
て
家
庭
を
応
援
す
る
「
ぐ
ー
ち

ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
」
が
新
し
く
な
り

ま
し
た
。
対
象
も
18
歳
に
達
し
て
最

初
の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
の
子

ど
も
の
い
る
家
庭
に
拡
大
。
パ
ス
ポ

ー
ト
は
高
校
生
以
下
の
子
ど
も
に
は
、

通
園
・
通
学
先
で
配
布
済
み
。
そ
れ

以
外
の
家
庭
に
は
、
こ
ど
も
課
・
各

支
所
・
各
地
区
公
民
館
（
大
胡
・
宮

城
・
粕
川
・
富
士
見
を
除
く
）、
妊

娠
中
の
人
に
は
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
協
賛
店
舗
の

情
報
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

kodom
o.pref.gunm

a.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
課
☎
２
２
０
―
５
７
０
１

ヘ
　

高
校
な
ど
へ
の
進
学
を
希
望
す
る

中
学
生
で
、
経
済
的
に
不
安
の
あ
る

人
に
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

対
象
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
市
内

在
住
の
人
。
①
高
校
（
高
専
）・
専

修
学
校
の
高
等
課
程
に
進
学
を
希
望

②
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
③

品
行
方
正
、
身
体
健
全
、
学
業
優
秀

④
ほ
か
の
育
英
ま
た
は
奨
学
金
の
貸

与
・
給
与
を
受
け
て
い
な
い

貸
与
期
間
＝
４
月
か
ら
卒
業
ま
で
の

最
短
修
業
年
限

貸
与
月
額
＝
〈
国
・
公
立
〉１
万
２
，

０
０
０
円
〈
私
立
〉
１
万
８
，
０
０

０
円

返
還
方
法
＝
卒
業
後
６
カ
月
か
ら
10

年
間
で
年
４
期
に
分
け
て
返
還
（
無

利
子
、一
括
・
繰
り
上
げ
返
還
も
可
。

大
学
・
短
大
な
ど
上
級
学
校
へ
進
学

し
た
場
合
は
、
在
学
期
間
中
の
返
還

延
期
も
可
）

申
12
月
18
日
㈮
ま
で
に
在
学
す
る
中

学
校
へ

問
学
校
教
育
課
☎
８
９
８
―
５
８
１

５
へ

社
会
保
険
庁
の

組
織
を
一
新
し
ま
す

高
校
へ
の
進
学
希
望
者

奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す

来
年
度
以
降
も
継
続
し

対
象
年
齢
も
拡
大

年　

金

青
少
年

児　

童

　総合福祉会館と第四コミュニティセン
ターについて、４月から６月までの施設
利用抽選会を行います。前回同様に事前
申し込みが必要です。なお、抽選日の翌
日からは、電話と窓口で予約を受け付け
ます。
日時＝１月13日㈬午前８時30分～55分
会場＝総合福祉会館
申１月８日㈮まで（土日曜・祝日、12月
29日㈫～１月３日㈰を除く午前８時30分
～午後５時）に同館☎237-0101へ

　明るい選挙啓発ポスターコンクール
の入賞者作品展を開催します。
日時＝12月７日㈪～11日㈮の執務時間
内（11日は午後４時まで）
会場＝市役所１階市民ロビー
問選挙管理委員会事務局☎898-6742へ

総合福祉会館の利用抽選会総合福祉会館の利用抽選会
申し込みは１月８日までに申し込みは１月８日までに

選挙ポスター入賞者
作品展を開催

児童館では楽しい催しがいっぱい　　
詳しくは下記へ問い合わせを

日吉☎233-5122
朝倉☎265-1955
大友☎251-1337
下小出☎233-2622
粕川☎285-4000

毎月の行事は、本市ホームページに掲載しています

児童館案内

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
４
│
２
５
４
８

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111115



　

男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
社
会
を

つ
く
っ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
を
題
材
に

し
た
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。
１
人
何

点
で
も
可
。
優
秀
作
品
は
表
彰
し
ま

す
。

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人募
集
作
品
＝
応
募
者
本
人
が
創
作
し
、

ほ
か
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
い

な
い
川
柳

注
意
事
項
＝
応
募
作
品
の
著
作
権
は

本
市
に
帰
属
し
ま
す

申
１
月
８
日
㈮
ま
で
に
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
（
２
２
１
―
６
２
０
０
）、
E

メ
ー
ル
（sankaku@city.m

aebashi.
gunm

a.jp

）
で
。
応
募
作
品
と
作
品

に
対
す
る
思
い
（
１
０
０
字
以
内
）・

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
性
別
・

年
齢
・
職
業
（
学
生
の
場
合
は
学
校

名
・
学
年
）・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

〒
３
７
１
―
０
０
２
３
本
町
一
丁
目

５
―
２
・
市
職
員
研
修
会
館
内
男
女

共
同
参
画
室
（
☎
８
９
８
―
６
５
１

７
）
へ

　

借
金
で
苦
し
ま
な
い
た
め
に
家
計

の
改
善
方
法
や
生
活
立
て
直
し
の
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
18
日
㈮
午
後
１
時
〜
５

時対
象
＝
一
般
、
先
着
８
人

会
場
＝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

申
12
月
８
日
㈫
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
☎

２
３
０
―
１
７
５
５
へ

□社会教育委員会議
日時＝12月10日㈭午後２時30分
会場＝前橋プラザ元気21・53学習室
対象＝一般、先着５人
申当日午後２時～２時20分に会場へ
直接
問生涯学習課☎210-2198へ
□教育委員会定例会
日時＝12月21日㈪午後３時
会場＝市役所11階南会議室
対象＝一般、先着10人
申当日午後２時30分～50分に会場へ
直接
問教育委員会総務課☎898-5803へ

会議を公開します
傍聴しませんか

12月の各種無料相談
相　談　名 日　時 会　場 問い合わせ

法律相談＊１

火曜 午後１時～４時（予約は
火曜は前週の木曜・17日
㈭は14日㈪、午後２時か
ら電話で）

市役所市民相談

市民相談
☎898-6100

12月17日㈭ 大胡支所

行政相談

12月８日㈫午前９時～正午 かすかわ老人福祉センター

12月10日㈭午後１時～３時 大胡支所

12月16日㈬午後１時～４時 市役所市民相談

12月18日㈮午後１時～３時 宮城支所

１月６日㈬午後０時30分～４時 ふじみ老人福祉センター

公証相談 12月14日㈪午後１時～４時

市役所市民相談行政書士相談 １月４日㈪午後１時～４時

登記相談 12月11日㈮午後１時～４時

精神科医によるこ

ころの相談

12月９日㈬・17日㈭、午後１時30分～

３時（予約制）
市保健所

健康増進課
☎220-5785

労働相談
12月９日㈬・24日㈭、午後１時30分～

４時

前橋プラザ元気21
内工業課 工業課

☎210-2276
電話労働相談

12月16日㈬午後１時30分～４時、相談員は社会保険労務士・真塩みどりさん☎263-0281
１月６日㈬午後１時30分～４時、相談員は同・横田秀治さん☎231-5776

心配ごと相談＊２ 月曜～金曜、午後１時～４時 総合福祉会館
社会福祉協議会
☎237-5006

外国人相談
月曜、午後1時～ 5時・木曜、午前９時
～午後１時。英語・中国語・ポルトガル
語・スペイン語の4カ国語で面接相談

市役所外国人相談
窓口

市国際交流協会
☎243-7788

＊１　１月５日㈫は休みです。
＊２　12月28日㈪～１月４日㈪は休みです。
※次の相談は執務時間内（教育・青少年相談は月曜～土曜、午後７時まで）にいつでも相談できます。
市民相談（☎898-6100）、ＤＶセクハラ相談（☎898-6520）、家庭児童相談（☎223-4148）、母子家
庭相談・女性相談（☎220-5700）、教育・青少年相談（☎230-9090）

人
権
標
語

人
権
標
語

人
権
標
語

人
権
標
語

人
権
標
語

人
権
標
語

人
権
標
語

人
権
標
語

四
中　

３
年　

新
井　

瞭
太
さ
ん

聞
こ
え
な
い
？　

無
視
し
て
い
る
の
も　

い
じ
め
だ
よ

男
女
共
同
参
画
推
進
の

川
柳
を
募
り
ま
す

男
女
共
同
参
画

相　

談

相
談
し
て
く
だ
さ
い

暮
ら
し
の
立
て
直
し

広報まえばし　平成21年12月１日号 16



申＝申し込み　問＝問い合わせ

　

経
済
産
業
省
に
よ
る
「
工
業
統
計

調
査
」
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
12
月
31
日
㈭
を
基
準

日
に
製
造
業
を
営
む
事
業
所
の
活
動

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的

に
行
わ
れ
る
も
の
。
12
月
中
旬
に
県

知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
伺

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
調
査
内
容
の
秘
密
は

厳
守
さ
れ
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は

一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

問
政
策
推
進
課
☎
８
９
８
―
６
５
１

８
、
県
統
計
課
☎
２
２
６
―
２
４
１

０
へ

　

現
在
、
市
内
の
世
帯
を
対
象
に
家

計
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
無
作
為
に
選
ば
れ
た
世
帯

の
人
に
家
計
簿
を
記
入
し
て
も
ら
い
、

家
計
収
支
の
実
態
や
動
向
な
ど
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
。
調
査
員
が
訪
問

し
た
と
き
は
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
県
統
計
課
☎
２
２
６
―
２
４
０
６

へ
　

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
納
税
相
談
窓
口
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
12
月
20
日
㈰
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
４
時

会
場
＝
市
役
所
収
納
課

問
同
課
☎
８
９
８
―
６
２
３
３
へ

□
宝
く
じ
の
助
成
金
で
地
域
整
備

　

県
市
町
村
振
興
協
会
で
は
、
宝
く

じ
の
収
益
金
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
助
成

を
次
の
自
治
会
が
受
け
ま
し
た
。

●
南
町
三
丁
目
自
治
会

　

集
会
施
設
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設

置●
江
木
町
自
治
会

　

集
会
施
設
の
ホ
ー
ル
を
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
壁
や
屋
根
の
改
修

●
河
原
浜
町
自
治
会

　

コ
ピ
ー
機
を
購
入

問
生
涯
学
習
課
☎
２
１
０
―
２
１
９

８
へ

□
放
送
大
学
の
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
４
月
か
ら
の
学
生

を
募
集
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
の
分

野
を
学
べ
ま
す
。

募
集
学
生
＝
〈
卒
業
を
目
指
す
〉
全

科
履
修
生
（
４
年
以
上
）〈
希
望
す
る

科
目
を
履
修
〉
選
科
履
修
生
（
１

年
）・
科
目
選
科
生
（
６
カ
月
）・
修
士

選
科
生
（
１
年
）・
修
士
科
目
生
（
６

カ
月
）

出
願
期
間
＝
２
月
28
日
㈰
ま
で

問
放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー
☎

２
３
０
―
１
０
８
５
へ

□
お
も
ち
ゃ
の
病
院

日
時
＝
①
12
月
13
日
㈰
②
12
月
15
日

㈫
③
12
月
20
日
㈰
、
午
前
10
時
〜
正

午

会
場
＝
①
は
南
橘
公
民
館
②
は
城
南

公
民
館
③
は
総
合
福
祉
会
館

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
２
３

２
―
３
８
４
８
へ

□
市
民
の
茶
席

12
月
15
日
㈫
＝
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
、
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
・
３
階
ホ

ワ
イ
エ
。
当
番
は
前
橋
茶
道
会
の
上

條
宗
英
さ
ん
（
☎
２
６
３
―
２
０
４

８
）

　

生
活
習
慣
改
善
に
取
り
組
む
人
を

サ
ポ
ー
ト
。
体
脂
肪
・
血
圧
測
定
や

運
動
実
習
、
健
康
相
談
な
ど
を
行
い

ま
す
。

日
時
＝
①
12
月
16
日
㈬
②
12
月
18
日

㈮
③
12
月
21
日
㈪
、
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

会
場
＝
①
は
富
士
見
保
健
セ
ン
タ
ー

②
は
大
胡
保
健
セ
ン
タ
ー
③
は
宮
城

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
一
般
、
先
着
各
15
人

申
各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
①

は
富
士
見
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
２
８
８

―
７
１
８
８
、
②
③
は
大
胡
保
健
セ

ン
タ
ー
☎
２
８
３
―
７
３
１
１
へ

　

原
稿
検
索
と
健
康
相
談
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
ア

ド
レ
ス
はhttp://www.raijin.com

/
kenko/

で
す
。

月
曜
＝
冬
に
は
や
る
乳
幼
児
の
下
痢

症火
曜
＝
高
齢
者
の
服
薬

水
曜
＝
細
菌
に
よ
る
性
感
染
症

木
曜
＝
い
び
き
が
ひ
ど
い

金
曜
＝
過
労
と
風
邪

土
日
曜
＝
中
高
年
の
歯
磨
き

直
接
相
談
タ
イ
ム
＝
医
師
が
直
接
相

談
。
12
月
９
日
㈬
（
整
形
外
科
・
内

科
）、
17
日
㈭
（
歯
科
）、
午
後
７
時

30
分
〜
９
時

納
税
相
談
窓
口

第
３
日
曜
に
開
設

税

製
造
業
の
実
態
調
査
を

全
国
一
斉
に
実
施

家
計
の
動
向
明
確
に

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す

調　

査

□
10
万
円
＝
三
山
會
神
輿
愛
好
會

か
ら
。

□
１
万
円
＝
群
馬
県
印
刷
業
友
の

会
か
ら
。

○
…
以
上
の
２
件
は
社
会
福
祉
の

た
め
に
。

□
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
収
納
ケ
ー
ス
２
台
＝
茂
木
工

業
所
か
ら
市
民
体
育
館
・
総
合
福

祉
会
館
へ
。

寄
付

86.386.3MHzMHz

毎週金曜　午後１時40分～
毎週土曜　午前８時40分～
※１月１日㈮は午前10時40分～　

イベントや市政について
フレッシュな情報をお届けします。

いきいき前橋ラジオ
インフォメーション

群馬テレビ

86.386.3MHzMHz

４分間

86.3MHz
エフエムエフエム群馬群馬エフエムエフエム群馬群馬エフエム群馬

ミ
ニ
情
報

健　

康

積
極
的
に
利
用
し
て

健
康
サ
ポ
ー
ト
デ
ー

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

☎
２
３
４
│
４
９
７
０

　「ホスピタルダイエット」
などと称されるタイ製のや
せ薬について、死亡事例を
含む重篤な健康被害が報告
されています。このような
製品は服用しないでくださ
い。既に服用した人で、体
調異常が現れた場合は直ち
に服用を中止し医療機関を
受診するとともに、保健総
務課まで連絡してください。
問同課☎220-5782へ

健康被害を及ぼす

ダイエット薬に注意を

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111117



内科① 内　　　　科　② 外　　科 婦人科 耳鼻科 眼　科

12　
　

月

６
日
㈰

ふ か さ わ
小児科医院
（児）
大友町一丁目
☎256-7117

みどり小児科

（児）
嶺町

☎269-8885

春山医院

（内）
日吉町二丁目
☎233-1551

清宮医院

（内）
紅雲町二丁目
☎221-6518

土井内科医院

（内児）
野中町
☎261-7727

たけむら整形外科
ク リ ニ ッ ク
（整）
箱田町
☎212-3266

生方医院

（外内）
表町二丁目
☎224-2818

高山産婦人科医院

（産婦内）
箱田町
☎251-2621

竹 越 耳 鼻
咽喉科医院
（耳鼻）
住吉町一丁目
☎231-3658

羽鳥眼科

（眼）
天川町
☎243-3711

13
日
㈰

吉田小児科医院

（児）
箱田町
☎253-7733

藤永小児科
内 科 医 院
（児内）
下細井町
☎235-2690

八代医院

（内）
川曲町
☎255-0846

深 沢 内 科
クリニック
（内）
堀越町
☎283-0003

松沢医院

（内児）
鶴が谷町
☎268-3826

東前橋整形外科

（整）
西大室町
☎268-5777

高柳胃腸科外科

（外）
荻窪町
☎269-8880

上 条 女 性
クリニック
（産婦）
高崎市栗崎町
☎027-345-1221

清水耳鼻咽喉科

（耳鼻）
高崎市京目町
☎027-353-4533

小林眼科

（眼）
高崎市南大類町
☎027-353-4110

20
日
㈰

鈴木小児科医院

（児）
後閑町
☎263-2967

高橋医院

（児外）
東善町
☎266-0203

塙 医 院

（内児）
日吉町四丁目
☎231-5348

富沢内科医院

（内）
石倉町二丁目
☎251-4779

斎藤医院

（内）
南町二丁目
☎221-0258

鳥羽整形外科
クリニック
（整外）
紅雲町二丁目
☎223-7700

小 林 外 科
胃腸科医院
（外整）
広瀬町二丁目
☎263-2535

小澤医院

（産婦）
樋越町
☎283-2009

赤 沢 耳 鼻
咽喉科医院
（耳鼻）
城東町五丁目
☎232-7691

青木眼科医院

（眼）
住吉町二丁目
☎231-3707

診療時間は午前９時～午後６時（内科①は正午まで）。市医師会の休日当番医がホームページで検索できます。
アドレスはhttp://maebashi.gunma.med.or.jp/、携帯電話の場合はhttp://maebashi.gunma.med.or.jp/i/です。

★夜間急病診療所　朝日町四丁目9-5　　☎243-5111　　★救急病院等案内　☎221-0099
　　　　　　　　　午後8時～午前0時　内科と小児科

歯　　科

日曜・祝日は歯科医師会休日診療所
岩神町二丁目19-9　☎237-3685　午前10時～正午、午後1時～3時

12月６日㈰＝相澤接骨院（荒子町）☎268-5000、大利根接骨院（下新田町）☎252-6701

12月13日㈰＝あさひな接骨院（関根町三丁目）☎260-1234、橋本接骨院（粕川町膳）☎285-4874

12月20日㈰＝阿部接骨院（荒口町）☎268-3757、新田接骨院（下新田町）☎252-0515

薬局 日曜・祝日は市薬剤師会会営薬局　紅雲町一丁目2-15　☎223-8400　午前9時～午後6時

休

日

当

番

医

休
日
当
番

このコーナーに関する問い合わせは
医師会事務局☎243-5611

健康
帳手

　新型インフルエンザが全国的な流行を

見せていますが、冬になるとさらに季節性

インフルエンザが加わり患者数の爆発的な

増加が心配されます。

　糖尿病の人はインフルエンザが重症化し

やすいといわれていますが、どうしてでしょ

うか？血糖コントロールが良好で体力の

ある場合は、糖尿病でもそうでない人と大

差はありません。しかし血糖値が高く合併

症が進行している場合は、基礎体力や免疫

力が低下し、ウイルスに対する防衛反応が

弱くなっています。さらに、感染するとウ

イルスを排除しようとする体の反応が起こ

り、ストレスホルモンなどが増加し、血糖

値は普段よりも高くなってきます。インフ

ルエンザだけでなく、糖尿病では感染症に

かかると食べられなくても血糖値が上がる

ことが多く、薬やインスリンを自己判断で

やめてしまうと異常に血糖値が上昇する場

合があります。特にインスリン注射をして

いる場合は、主治医と相談して量の調節な

どを行う必要があります。

　糖尿病の人がインフルエンザに感染した

場合は、インフルエンザの治療と同時に適

切な糖尿病治療を継続する必要があります。

　　　　　　前橋市医師会　大野　富雄

糖尿病とインフルエンザ
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ちゃん
（２歳・川曲町）

温かいイモ煮で
みんなが笑顔に

鳥取町

　11月22日、鳥取町では鳥取町公園で芋煮会と防
災講習会を開催。収穫の喜びや感謝の気持ち、町内
行事の慰労を兼ね、地元産のイモなどを調理しみん
なで食べました。出来上がるまでの間は、消防職員
が防災講習を実施。約200人の参加者は、温かいイ
モ煮を食べながら楽しく交流を深め合いました。

収穫を感謝し
町の繁栄願う

後閑町

　後閑町では11月23日、飯玉神社で新
にい

嘗
なめ

祭を行いま
した。戦前から行われている伝統の行事に、町内の
役員など20人が参加。コメや野菜、果物、酒などを
参加者が手渡しで運び、収穫を感謝し奉納します。
その後行われた直

なお

会
らい

では、供えた物などを食べなが
ら地区の繁栄を祈りました。

　環境問題講演会を取材（９
㌻）。講演に先立ち「まえば
し水と緑の環境賞」表彰式が
行われました。各学校や地域
で行われる自然保護や地球温
暖化防止の取り組みは素晴ら
しいものばかり。地球のため、
まずは身近にできるエコから
始めようと思います。（手）

表紙の案内

　大胡駅の電飾─。上
毛電鉄大胡駅では、
「手をつなぎたくな
る駅、大胡」をコン
セプトに、ことしか
らLED電球による
電飾ライトアップを
実施中。日没から終
電まで楽しめます。

紅葉に染まる前橋公園

●松嶋行雄さん・光が丘町
●昨年11月・県庁で撮影
　展望ホールから見下ろすと、グリーンドームに通
じるケヤキ並木が鮮やかに染まっていました。




